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2011 年 3 月 11 日、東日本大震災という戦後最
大の未曽有の大災害に日本は直面した。阪神・淡
路大震災のあと、日本はソフト対策ハード対策と
も強力な防災国家の道を歩んできたとも言え、
2005 年 1 月の兵庫フレームワークを初めとする
国際協力の場でも主導的な役割を果たしてきた。
しかしながら東日本大震災を経験することによ
り、これまでの対策をもう一度見直さなければな
らなくなった。災害研究、特に日本の災害研究に
ついては、阪神・淡路大震災後ある程度の進歩を
遂げたといえるが、どの成果もそれぞれの専門性
を強く意識したものであることや、蓄積が生かさ
れにくい事例研究や復興研究などが主流を占める
現状である。
本論文の背景は、これまで、人的被害、経済被
害とも世界的にも多くの影響をうけてきた日本に
おいて、その実情にみあうだけの社会科学的研究
が不足していると思われる現実にある。その研究
量及び蓄積不足の原因の一端と考えられる自然災
害に対する社会科学的研究の現状を踏まえ、どの
ように過去の社会科学的研究、とくに地域研究を
有効に結び付けるか、どのように自然災害を社会
科学的にとらえ調査研究していけばよいのか、そ
して何が得られるのか、得られたのか、を中心
に、地域コミュニティにおける災害過程に着目す
る重要性、比較研究の布石、さらには、今後の災
害研究の蓄積及び発展につながる視角について述
べる。
具体的には、地域コミュニティにおける災害過
程を比較検討することによって、その手法、過程、
及び結果をより明確にしている。比較における共
通点としては、まず、災害過程の段階について、
どの災害においてもどの地域コミュニティに発生
しても、俯瞰的に見れば、ほぼ共通の段階を踏ん
で人的被害が拡大する点について考察する。
次に、災害が地域コミュニティとの相互作用に
よって生起する点、さらに、その復興過程につい
ても地域コミュニティの文化や社会的・経済的傾
向や特性に左右されやすい点を明らかにする。一
方、相違点については、災害過程の内容について、
その地域コミュニティの持っている潜在的な脆弱
性が表れやすく、逆にその地域の特性や傾向の差
及びその時代背景が、人的被害拡大過程の経過時
間及び内容の差異、並びに復興の速度の差となっ
て表れてくることを考察する。
以上、本論文では、災害とは何か、どのように
研究できるか、災害による人的被害の拡大過程と
地域コミュニティの社会背景及び災害対応はどう
関連しているのか、災害からの復興過程と地域コ
ミュニティとの関係はどう検討できるのか、につ
いて、災害過程の比較の視点を用いて内外の事例
を考察し、これらの問いに対する回答を試みてい
る。加えて本論文では、その考察を容易にするツー
ル、地域コミュニティの社会変動を効果的に検討
することができる分析視角「開発・環境・災害サ
イクルモデル」を試論として提起・検討する。最
後に、上記を踏まえた今後の災害過程研究への展
望を述べる。
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